
春
呼
ぶ
摺
り
　
豊
作
を
願
う

春
呼
ぶ
摺
り
　
豊
作
を
願
う

県
南
地
方
に
春
を
呼
び
、
豊
作
を
祈
願
す
る
「
南
部
地

県
南
地
方
に
春
を
呼
び
、
豊
作
を
祈
願
す
る
「
南
部
地

方
え
ん
ぶ
り
」
が
、
２
月

方
え
ん
ぶ
り
」
が
、
２
月
1111
日
と
日
と
1212
日
の
日
の
22
日
間
開
催
。

日
間
開
催
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
え
ん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
え
ん

ぶ
り
行
列
や
一
斉
摺
り
が
行
わ
れ
る
の
は

ぶ
り
行
列
や
一
斉
摺
り
が
行
わ
れ
る
の
は
33
年
ぶ
り
で
す
。

年
ぶ
り
で
す
。

南
部
芸
能
伝
承
館
で
は
、名
川
中
学
校
え
ん
ぶ
り
組
に

南
部
芸
能
伝
承
館
で
は
、名
川
中
学
校
え
ん
ぶ
り
組
に

よ
る
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、来
場
者
は
太
夫
に
よ
る
勇
壮

よ
る
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、来
場
者
は
太
夫
に
よ
る
勇
壮

な
摺
り
や
祝
福
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

な
摺
り
や
祝
福
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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聖
寿
寺
館
跡
の
「
堀
内
」
と
線
刻
さ
れ
た
硯

|
　「
堀
内
」
＝ 

三
戸
南
部
氏
本
拠
地
の
呼
称
か

国
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
で
過

去
に
出
土
し
て
い
た
硯
裏

面
の
「
堀
内
」
に
つ
い
て
、

東
北
史
学
会
員
の
若
松
啓
文

氏
（
文
献
史
学
）
が
分
析
し

た
と
こ
ろ
、
15
世
紀
中
頃
の

「
円
福
書
状
」
に
登
場
す
る

「
堀
内
」
に
該
当
す
る
と
み

ら
れ
、
硯
の
「
堀
内
」
が
三

戸
南
部
氏
当
主
や
そ
の
本
拠

地
（
聖
寿
寺
館
跡
）
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

当
主
の
呼
称
や
居
館
の
名

称
が
記
さ
れ
た
硯
の
出
土
は

少
な
く
と
も
東
北
地
方
で
初

と
な
り
、
謎
に
包
ま
れ
て
い

た
当
時
の
三
戸
南
部
氏
当
主

の
呼
び
名
、
本
拠
地
の
呼
称

を
考
え
る
上
で
重
要
な
発
見

と
な
っ
た
た
め
、
町
は
１
月

18
日
に
記
者
会
見
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
堀
内
」
と
線
刻
さ
れ
た
硯

硯
は
聖
寿
寺
館
跡
の
中
心
部
、

東
北
最
大
規
模
の
掘
立
柱
建
物
跡

の
真
下
か
ら
平
成
26
年
7
月
に
出

土
し
て
い
た
も
の
で
す
。
長
さ

７・８
㌢
、
幅
４・３
㌢
と
比
較
的

小
ぶ
り
で
、
裏
面
左
上
よ
り
に

「
堀
内
」
と
線
刻
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
意
味
は
長
ら
く
不
明

な
ま
ま
で
し
た
。

令
和
3
年
1
月
、
町
が
宮
城
教

育
大
学
名
誉
教
授
遠
藤
巖
氏
の
平

成
6
（
１
９
９
４
）
年
の
論
文
中

に
「
堀
内
」
の
論
考
を
確
認
し
た

た
め
、
遠
藤
名
誉
教
授
と
師
弟
関

係
に
あ
る
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
調
査

整
備
委
員
会
委
員
で
東
北
史
学
会

会
員
の
若
松
啓
文
氏
に
関
連
性
に

つ
い
て
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

遠
藤
名
誉
教
授
は
そ
の
論
考
に

お
い
て
、「
京
都
相
国
寺
管
轄
下

の
臨
済
宗
僧
侶
」
で
「
奥
羽
に

派
遣
さ
れ
た
幕
府
使
節
僧
＝
特

派
員
団
の
一
員
」
と
み
ら
れ
る

円
福
が
、
八
戸
南
部
家
当
主
の

八
戸
政
経
に
宛
て
た
、
長
禄
４

（
１
４
６
０
）
年
頃
の
書
状
「
円

福
書
状
」
を
分
析
し
、
津
軽
支
配

の
た
め
に
南
部
一
族
「
参
河
殿
・

刑
部
殿
御
兄
弟
」
を
派
遣
し
て
い

る
「
堀
内
」
と
は
、
南
部
義
政
か

そ
の
後
継
者
と
み
ら
れ
る
義
政
弟

の
南
部
大
膳
大
夫
政
盛
・
南
部
助

政
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
八
戸
河

内
守
に
対
し
て
宗
家
的
立
場
を
占

め
て
い
た
三
戸
家
の
当
主
で
あ
ろ

う
」
と
推
測
し
、「
自
堀
内
預
御

音
信
候
、
御
返
事
津
軽
へ
申
上

候
、」
と
あ
る
「
堀
内
」
が
、
三

戸
南
部
氏
当
主
を
指
す
語
で
は
な

い
か
と
い
う
説
を
提
示
し
ま
し
た
。

町
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
、
改

め
て
硯
の
線
刻
「
堀
内
」
を
分
析

し
た
若
松
氏
は
、「
堀
内
」
は
「
ほ

り
の
う
ち
」
を
指
し
、
意
味
は
「
堀

に
囲
ま
れ
た
中
世
の
武
士
の
屋
敷

地
」（『
日
本
史
大
辞
典
』）
で
、

記
者
会
見
に
臨
む
若
松
氏
㊧
と
町
史
跡
対
策
室
の
布
施
和
洋
総
括
主
査
㊨
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円
福
書
状
は
、
三
戸
南
部
氏
当
主

の
居
所
を
「
堀
内
（
ほ
り
の
う

ち
）」
で
代
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
円
福
も
八
戸
政
経
も
「
堀
内

（
ほ
り
の
う
ち
）」
と
記
せ
ば
ど
こ

を
・
誰
を
指
す
か
は
自
明
の
こ
と

と
し
て
書
状
が
記
さ
れ
た
と
し
、

「
堀
内
（
ほ
り
の
う
ち
）」
と
表
現

さ
れ
た
の
は
、
現
実
に
堀
に
囲
ま

れ
た
空
間
が
三
戸
南
部
氏
当
主
の

居
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
硯
の
線
刻
か
ら
「
堀

内
」
＝
三
戸
南
部
氏
の
居
館
「
聖

寿
寺
館
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

く
、
三
戸
南
部
氏
当
主
の
居
所

「
堀
内
（
ほ
り
の
う
ち
）」
に
備
え

付
け
ら
れ
た
硯
と
解
釈
で
き
ま
す
。

「
聖
寿
寺
館
跡
」
の
名
称
は
近

現
代
に
入
っ
て
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
遺
跡
名
で
、
聖
寿
寺
館
跡
の
当

時
の
呼
称
は
長
ら
く
不
明
で
し
た

が
、
今
回
の
発
見
か
ら
、
室
町
時

代
当
時
、
聖
寿
寺
館
は
三
戸
南
部

氏
当
主
の
本
拠
地
と
し
て
陸
奥
国

糠
部
郡
内
で
は
「
堀
内
」
と
呼
称

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
、
謎
に
包
ま
れ
た
三
戸
南

部
氏
の
実
像
を
探
る
う
え
で
重
要

な
手
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

「
堀
内
」
の
名
称
か
ら
、
大
規

模
な
長
さ
・
幅
を
も
つ
直
線
の
堀

で
囲
ま
れ
た
大
型
方
形
居
館
と
し

て
の
聖
寿
寺
館
が
特
別
な
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

硯
の
裏
側
に
場
所
や
名
前
を
線

刻
す
る
こ
と
は
中
世
で
一
般
的
に

写真１　聖寿寺館跡出土「堀内」線刻硯写真・展開図

写真2　「円福書状」斉藤利男2010『南部
光徹氏所蔵「遠野南部家文書」の調査・研
究』171ページより転載

行
わ
れ
て
お
り
、
豊
臣
秀
吉
の
重

臣
・
石
田
三
成
の
居
城
佐
和
山
城

城
下
町
か
ら
は
「
内
町
の
佐
門
が

慶
長
〇
年
に
こ
の
硯
を
18
文
で
手

に
入
れ
た
」
と
い
う
趣
旨
を
刻
ん

だ
硯
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

当
主
の
呼
称
や
居
館
の
呼
び
名

が
線
刻
さ
れ
た
硯
の
出
土
は
東
北

地
方
で
は
初
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

平
成
6
（
１
９
９
４
）
年
に
発

表
さ
れ
た
遠
藤
名
誉
教
授
の
学
説

か
ら
29
年
の
時
を
超
え
て
、
文
献

史
の
分
析
と
考
古
学
の
調
査
成
果

が
ぴ
た
り
と
合
致
し
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
硯
は
3
月
31
日
（
金
）
ま

で
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所
（
小

向
地
区
）
で
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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あたたかい善意に感謝

町内で交通死亡事故ゼロ600日達成

1月23日、青銀友の会（宮本佳悦会長）が町
内の小中学校へ図書カード3万5000円分を寄贈
してくださいました。
学校図書の充実を目的としたもので、寄贈に

訪れた宮本佳悦会長は「児童生徒の読書活動に
役立ててほしい」と話しました。

宮
本
会
長
か
ら
高
橋
教
育

長
へ
図
書
カ
ー
ド
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た

マイナンバーカード
窓口からのお知らせ

【お問合せ】住民生活課 ☏0178-38-5963又は080-2848-0448

月末までにカードを受取った方に
円の商品券をプレゼント！！

南部町民限定で商品券を配布しています。
対象は、令和5年3月末までにカードを受
取った方です（申請だけでは対象となりま
せん）。
なお、カード申請から受取りまで最短で
も約1か月間期間を要します。

【ご予約について】
窓口の混雑をふせぐため、「事前予約」の方を優先させていただいております。また、

平日窓口延長は「完全予約制」となります。ご予約は、予約日の３日前までに右のＱＲ
コードからお申し込みください。
その他お電話でもご予約をお受けいたします。 ご予約はこちら

カードの紛失 住所・氏変更 他市町村への引越し
マイナンバー総合フリーダイ
ヤルにお電話ください。（24
時間受付）

☎0120-95-0178
※カードの再発行には、800
円～1,000円の手数料がかかり
ます。

転居・氏変更の手続きをされ
る場合は、マイナンバーカー
ドと暗証番号をご持参くださ
い。

※暗証番号は署名用電子証明
書（6桁以上）と券面事項暗証
番号（4桁）が必要になります。

転入届の手続きをするとき
は、マイナンバーカードも
ご持参ください。持参せず
に転入届出日から90日を過
ぎるとカードが失効されま
す。その場合の再発行には
手数料がかかります。

◎マイナンバーカードに関する主な手続きについて

３月の休日開庁日

４日（土）・１２日（日）
１８日（土）・２６日（日）

※開庁時間は8:30から17:00です。
※開庁は役場のみで各支所は閉庁しています。

〇毎週火・木曜日は平日窓口延長も行っています。
時間は17:00から19:20受付分までです。

カードの
受取りを忘れてませんか？

以前にマイナンバーカードを申請して、
交付期間を過ぎてしまった場合でもその
カードは役場で保管しております。
再度の申請は必要ございませんので、

住民生活課までお問合せください。

マイナンバーカード
の受取はお早めに！

1月30日、青森県東部地区郵便局長会三戸部
会と三戸部会夫人会が町に車いす2台を寄贈し
てくださいました。車いすは、南部公民館と農
村環境改善センター福寿館で使用しています。
町の福祉増進支援を目的としたもので、寄贈

に訪れた名川郵便局の冷清水淳局長は「安心し
て暮らせるまちづくりに貢献できれば」と話し
ました。

寄
贈
い
た
だ
い
た
車
い
す
と
関
係
者

の
皆
さ
ん

2月9日、法光寺（楢山武浩住職）がウクライ
ナからの避難民支援のため、町に支援金を寄贈
してくださいました。
法光寺では、ウクライナ支援のため募金箱を

設置しており、寄付金3万6000円を寄贈いただ
きました。楢山住職は「お参りされた方々の善
意のお気持ちをお届けし、避難民の方々の心が
あたたかくなってくれれば」と話しました。

楢
山
住
職
が
役
場
を
訪
れ
、工
藤
町

長
へ
支
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た

1月23日、南部町内での交通死亡事故ゼロ
600日を達成し、南部町交通安全対策協議会（夏
堀文孝会長）と南部町交通安全母の会連合会（工
藤愛会長）に、青森県警察（磯丈男本部長）と
青森県交通安全母の会連合会（豊川幸子会長）
から表彰状が贈られました。
夏堀会長は「次は1200日を目指し、パレード

やグッズの配布などの啓発活動を継続していき
たい」と話し、工藤会長は「学校統廃合に合わせ、
安全な通学路をつくっていきたい」と話しました。

表彰状を受け取った夏堀会長㊥と工藤会長（左から2
人目）、青森県警察の皆さん
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マイナンバーカード
窓口からのお知らせ

【お問合せ】住民生活課 ☏0178-38-5963又は080-2848-0448

月末までにカードを受取った方に
円の商品券をプレゼント！！

南部町民限定で商品券を配布しています。
対象は、令和5年3月末までにカードを受
取った方です（申請だけでは対象となりま
せん）。
なお、カード申請から受取りまで最短で
も約1か月間期間を要します。

【ご予約について】
窓口の混雑をふせぐため、「事前予約」の方を優先させていただいております。また、

平日窓口延長は「完全予約制」となります。ご予約は、予約日の３日前までに右のＱＲ
コードからお申し込みください。
その他お電話でもご予約をお受けいたします。 ご予約はこちら

カードの紛失 住所・氏変更 他市町村への引越し
マイナンバー総合フリーダイ
ヤルにお電話ください。（24
時間受付）

☎0120-95-0178
※カードの再発行には、800
円～1,000円の手数料がかかり
ます。

転居・氏変更の手続きをされ
る場合は、マイナンバーカー
ドと暗証番号をご持参くださ
い。

※暗証番号は署名用電子証明
書（6桁以上）と券面事項暗証
番号（4桁）が必要になります。

転入届の手続きをするとき
は、マイナンバーカードも
ご持参ください。持参せず
に転入届出日から90日を過
ぎるとカードが失効されま
す。その場合の再発行には
手数料がかかります。

◎マイナンバーカードに関する主な手続きについて

３月の休日開庁日

４日（土）・１２日（日）
１８日（土）・２６日（日）

※開庁時間は8:30から17:00です。
※開庁は役場のみで各支所は閉庁しています。

〇毎週火・木曜日は平日窓口延長も行っています。
時間は17:00から19:20受付分までです。

カードの
受取りを忘れてませんか？

以前にマイナンバーカードを申請して、
交付期間を過ぎてしまった場合でもその
カードは役場で保管しております。
再度の申請は必要ございませんので、

住民生活課までお問合せください。

マイナンバーカード
の受取はお早めに！
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スポーツ奨励賞　　県大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます

ペタンク 金澤健一、佐々木雅彦、滝田和徳（ペタンク協会）
バウンドテニス 工藤毅、澤口敏彦（バウンドテニス協会）
バドミントン 細越輝一（バドミントン協会）
空手 秋葉大和（南部小3年）

剣道

工藤利孔（福岡高3年）、大向唯飛（八戸工業大学第一高3年）、留目瑞生（南部中3年）、南部中
学校剣道部男子（2年:髙間慎平、舘松美祁、舘松美杜、谷内隼人、1年:留目悠希）、南部中学
校剣道部女子（3年:沖田杏奈、工藤心優、新藤優稀奈、留目瑞生、中野寧音、福嶋優杏、1年:
福嶋紗愛）

ボクシング 佐々木琥珀（八戸工業大学第一高2年）

陸上 田中絵莉奈（福地中3年）、梅内葵唯（福地中2年）、赤澤梨乃（名川中2年）、小村佳桜（福地小
6年）

優秀選手賞　　県大会などで成績が２位、３位の成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます

剣道 赤澤健晴（剣吉小5年）、大向蓮音（向小6年）、中野瑛士（向小5年）、沼畑成一郎（南部中3年）、
油井蒼太（南部中3年）、馬場京護（岩手県立福岡高2年）

水泳
小山田結南（名久井小5年）、三浦理紗子（南部小6年）、宮木愛佳（南部小6年）、澤口真奈（南
部小6年）、三浦綜真（南部小4年）、小笠原暢（向小5年）、松山結宇（名川中1年）

陸上

四戸海翔（名久井小6年）、椛沢英司（名川中3年）、二又柊太（名川中3年）、二又楓太（名川中3
年）、五十嵐潤弥（名川中1年）、松井七穂（名川中3年）、及川倖（名川中3年）、出町茉美花（名
川中2年）、松本佳恋（名川中2年）、西塚結香（名川中1年）、佐々木涼珠（南部中3年）、沖田椿
姫（南部中1年）、野辺地奏汰（福地中2年）、上山瑠仁（福地中2年）、舘野勇翔（福地中2年）、風
間悠太（福地中1年）、川井慎（福地中1年）、木村魁心（福地中1年）、庭田将来（福地中1年）、浪
岡龍之介（福地中1年）

バスケットボール

四戸琉依（名川中3年）、高橋茉利（名川中3年）、若本真美（名川中3年）、松本永愛（名川中3
年）、中林葉月（名川中3年）、根市はな花（名川中2年）、山加愛月（名川中2年）、掛端怜愛（名
川中1年）、久保雅（名川中1年）、稲森逢羽（名川中1年）、根市彩雪（名川中1年）、中林唯月（名
川中1年）、風間比奈（福地中2年）、田中京（福地中2年）、高橋ののあ（福地中2年）、矢幅信乃

（福地中2年）、小橋里瑠（福地中1年）、佐々木絢唯（福地中1年）、佐藤あおね（福地中1年）

サッカー

久保誠志（名川中3年）、小ヶ口瀬永（名川中3年）、梅内大翔（名川中3年）、川村遥斗（名川中3
年）、岩間有作（名川中3年）、石塚雅也（名川中3年）、木村雄大（名川中2年）、川守田煌（名川
中2年）、坂本大起（名川中2年）、横倉陸大（名川中2年）、米内悠梧（名川中2年）、横倉海大（名
川中2年）、和泉周愉（名川中2年）、佐々木孝亜（名川中1年）

ソフトテニス
稲津伶亮（名川中3年）、佐々木亮太（名川中3年）、下山義生（名川中3年）、関川翔矢（名川中3
年）、工藤陽葵（名川中3年）、舘野賢人（名川中2年）、下平琉葵（名川中2年）、梅内孝介（名川
中2年）

卓球

佐々木晴信（南部中3年）、荒田瑚和（南部中1年）、川上慧人（福地中2年）、小泉泰我（福地中2
年）、佐々木大翔（福地中2年）、馬場与壱（福地中2年）、三村優翔（福地中1年）、庭田祥吾（福
地中1年）、佐々木あいり（福地中3年）、松井里菜（福地中3年）、崩琴音（福地中2年）、下井田
侑（福地中2年）、川守田結月（福地中2年）、馬場ともみ（福地中2年）、浅坂雪乃（福地中1年）、
殿村爽（福地中1年）、根市梓那（福地中1年）

レスリング 金山一輝（岩手県立種市高2年）
グラウンド・ゴルフ 小林多津子、浅坂武敏（グラウンド・ゴルフ協会）
バウンドテニス 田口敦子、大橋智子（バウンドテニス協会）
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南部町文化賞・スポーツ賞
  および  南部町体育協会優秀選手賞 表彰
　町教育委員会と体育協会から、文化活動やスポーツ活動で活躍した方に表彰状が贈られました。受賞者は次の方々
です。（敬称略）

文化賞　　東北・全国大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
短歌 佐々木冴美（なんぶ短歌会）
農業鑑定 西塚梓（名久井農業高3年）

マーチングバンド

名久井小学校金管バンド部（6年:石井徠斗、荒谷和奏、関根羽月、鳥潟真弓、中村凛音、坂本美
月、5年:椛沢秀樹、佐々木滉太、外舘遼、中村龍善、工藤夏希、4年:荒谷真央、向山悠真、荒谷
汐李、聖前里奈、田村響愛、川守田莉央、目時亜弥、3年:石屋咲来、上山由真、大久保舞星、工
藤心優、佐々木桃、立花みちる、中村美心、村井美咲、2年:川守田萌衣、目時眞歩、椛木零、川
守田麗、1年:工藤陽菜、工藤心愛、田中結衣、板橋瑠華、佐々木悠乃、上山真奈、名久井環花）

文化奨励賞　　県大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます

書道・書写

佐々木さつ、久保美惺（八戸東高1年）、馬場枢（八戸学院光星高1年）、石橋心彩（千葉学園高
1年）、松原佑奈（八戸工業大学第二高1年）、岩間莉恵（八戸聖ウルスラ学院高1年）、夏堀心
優（福地中3年）、久保惺奈（福地中1年）、佐藤あおね（福地中1年）、赤石聖那（名川中1年）、松
尾理暖（千葉学園高1年）、佐々木あいり（福地中3年）、齋藤偉織（福地中2年）、髙嶋芽衣（福
地中1年）、嶋守玲伽（福地小6年）、佐々木心梨（名川中3年）、西田凛（名川中3年）、西野星唯
奈（名川中3年）、佐藤美佳（名川中2年）、村井優衣（名川中2年）、佐藤朱莉（名川中1年）、松山
結宇（名川中1年）

意見発表 杉澤海斗（名久井農業高3年）
平板測量 岩間翔平（名久井農業高3年）、赤石悠斗（名久井農業高3年）

研究発表
川守田聖夜（名久井農業高3年）、大向嘉乃（名久井農業高3年）、夏坂優花（名久井農業高3
年）、岩間大和（名久井農業高3年）、椛澤晴希（名久井農業高3年）、矢浦優大（名久井農業高2
年）、松山結宇（名川中1年）

情報処理 大久保玲菜（八戸商業高3年）
国際理解 村木佑成（八戸聖ウルスラ学院高2年）
放送 一戸正（三戸高2年）、貝守竜哉（三戸高2年）、山本七唯（三戸高2年）
図画・絵画・版画 杉沢空良（福地中2年）
レシピコンテスト 殿村爽（福地中1年）

吹奏楽
名川中学校吹奏楽部（3年:藤原優真、聖前日葵、庭田優、木村太一、和泉奈那、大久保椎歩、
向山瑠依、山道智瑛、2年:髙田生希、堀合桃加、松本汐音、掛端美月、神山穂嘉、関根未羽、田
中椿、四戸琴音、1年:坂本美月、関根羽月、中村凛音）

俳句 矢木澤杏樹（杉沢小3年）

スポーツ賞　　東北・全国大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
ペタンク 佐々木茂、佐藤正彦、市沢千津子（ペタンク協会）
スポーツウエルネス
吹矢 松井厚子（日本スポーツウエルネス吹矢協会フルーツの郷南部支部）

空手 丸子幸志郎（名川中2年）、工藤弦（南部中1年）
ボウリング 西舘愛菜（千葉学園高3年）
サッカー 浅坂真桜（仙台白百合学園高1年）
バスケットボール 島守瑠菜（福地中2年）
剣道 髙間慎平（南部中2年）
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民謡コンクール青森県大会で優秀賞
松原佑奈さん　東北大会出場

第44回NHK東北民謡コンクール青森県大
会が1月8日、青森市で開かれ、小学4年生以
上のジュニア部門で松原佑奈さん（福田）が
優秀賞に輝きました。松原さんは2月12日、
宮城県石巻市で開かれた第44回NHK東北民
謡コンクール優勝大会に県の代表として出場
しました。
1月27日に受賞の報告のため役場を訪れた
松原さんは「大会は緊張しました。受賞は師
匠のおかげです。町民の皆さんに民謡や郷土
芸能に興味を持ってもらえるよう、これから
も頑張りたい」と話しました。

ウクライナに思いを馳せる
伝統料理　給食で提供

1月25日、小中学校の給食でウクライナの
郷土料理を参考にしたメニューを提供。ウク
ライナの食文化に触れることで、同国への理
解を深めました。
町では昨年10月から、県内で唯一ウクラ
イナから避難した家族を受け入れており、そ
のうちの1人が町内の中学校に通っています。
今回の給食ではその生徒からの意見を参考
に、ジャガイモを使用した「ヴァレニクス」
というぎょうざ風の料理と、赤いカブ「ビー
ツ」が使われた煮込み料理「ボルシチ」風の
スープが提供されました。
名川中学校2年の掛端美月さんは「ウクラ
イナの料理を食べたのは初めて。日本の料理
とは味付けが違うけど、おいしいです」と話
しました。給食を通じて、改めて平和の尊さを学びました

民謡コンクールで入賞した松原さん㊥と師匠の大向照雄さん㊧
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名川マーチングバンドクラブ　東北大会金賞
名久井小児童たちが全国大会優秀賞

名久井小学校の児童らがメンバーの名川
マーチングバンドクラブCherish（チェリッ
シュ）が、1月29日に開催された第26回マー
チング&バトンオンステージ東北大会で金賞
を獲得。全国大会への出場を決め、2月15日、
役場を訪れ工藤町長に報告しました。
トランペットのパートリーダーを担当し

ている同校4年の大久保舞
ま ほ

星さんは「全国大
会では完璧な演技で講評者特別賞を目指しま
す」、メロフォンのパートリーダーを担当す
る同校4年の立花みちるさんは「緊張すると
思うけど、楽しく演奏したい」と話しました。
2月19日、神奈川県横浜市で開催された第

21回マーチングステージ全国大会で同クラブ
は優秀賞に輝きました。

チェリッシュメンバーで各パートのリーダーを務める（左
から）中村美心さん、大久保舞星さん、立花みちるさん、
中村龍善さん

三町食べ歩き　抽選会開催
飲食店支援　抽選で景品贈呈

2月17日、南部町、三戸町、田子町の三町
で実施した「三町食べ歩きスタンプラリー」
の抽選会が田子町で開催。３町の町長による
抽選が行われました。
スタンプラリーは、コロナ禍の影響を受け
る飲食店の経営持続化と地域経済活性化を
目的に令和2年度から開催されており、今年
度で3年目。参加飲食店のスタンプを各町で
2個ずつ、合計6個集めると1000円分の飲食
代割引クーポンとなり、クーポンの利用者
1538人の中から計30人の当選者に後日、各
町10個ずつ1万円相当の特産品詰め合わせが
贈られます。
実行委員会委員長で田子町商工会の井畑博
明会長は「スタンプラリーを通じて3町の新
たな交流や経済効果が生まれています。参加
者を募り、今後も継続できれば」と話しました。
このスタンプラリーは、来年度も開催する
予定です。景品当選者を抽選する3町の町長
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　また、令和３年度から河川の流下能力を確保
するため、改修事業とは別に雑木伐採・掘削
を実施しており、今年度は沖田面地区で
行っています。

５年度以降に着工予定

５年度以降に着工予定

令和５年度完成予定

令和４年度　工事着手・完了

馬淵川沖田面地区

200m
令和５年度以降　工事予定

R3施工

R4施工

三戸駅
南部支所
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４
月
１
日（
土
）～
８
日（
土
）

投票所
投票区 投票所名 投票所の住所 投票区 投票所名 投票所の住所

1 福地支所 苫米地字下宿23番地1 10 鳥谷ふるさと館 鳥谷字青鹿長根27番地1
2 高橋集会所 高橋字横舘2番地2 11 剣吉公民館 剣吉字五合田29番地1

3 福田集会所
※令和5年3月新築

福田字町中5番地1
※藤田商店前 12 斗賀・新開地地区介護予防

拠点施設げんき館 斗賀字土口前26番地2

4 杉沢小学校 杉沢字杉沢6番地4 13 南部町ふれあい交流プラザ 大向字泉山道9番地87

5 あかね集会所 福田字あかね3番地89 14 大向コミュニティ
防災センター 大向字飛鳥39番地3

6 上名久井公民館 上名久井字上町16番地11 15 古町町内会館 小向字古町116番地4
7 平公民館 平字若宮前27番地4 16 門前町内会館 沖田面字早稲田8番地
8 下名久井公民館 下名久井字台所屋敷10番地3 17 南部老人福祉センター 沖田面字下村42番地2
9 鳥舌内すこやかセンター 鳥舌内字七ツ役8番地1 18 相内町内会館 相内字沢構78番地
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」

▼
福
地
支
所
１
階
「
会
議
室
」

▼
南
部
支
所
１
階
「
町
民
ロ
ビ
ー
」

不
在
者
投
票

旅
行
や
出
張
な
ど
で
他
の
市
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち

の
方
は
、
在
宅
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
日
4
日
前
の
４
月
５
日

（
水
）
ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求

※
福
田
・
埖
渡
・
杉
沢
・
あ
け
ぼ
の
・
椛
木
・
法
師
岡
地
区
の
皆
さ
ん
は

　
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

し
て
く
だ
さ
い
。

県
が
指
定
す
る
施
設
に
入
所

（
入
院
）
中
の
方
は
、
そ
の
施
設

の
長
に
申
し
出
る
と
、
そ
の
施
設

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
票

日
時　
４
月
９
日
（
日
）
21
時
～

※
20
時
か
ら
開
票
所
前
で
参
観
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

場
所　
南
部
町
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

　
　
　
「
ホ
ー
ル
」

参
観
の
定
員　
30
人　
※
先
着
順

次の投票所が変わりますので、お
間違えのないようお願いします。

第3投票所　現在の福田集会所
　　　　　　→新築した福田集会所
第4投票所　あけぼの研修センター
　　　　　　→杉沢小学校
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

　 おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

3月10日　ままごとあそび
3月17日　運動あそび
3月24日　お別れ会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時 3月8・15・22日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時 3月6・13・20日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

3月8日  　誕生会
3月15日　お別れ会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時 3月7・9・14日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

3月16日　ぬりえあそび
3月23日　お別れお楽しみ会

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時~11時30分 3月7日　みんなでひな祭り♪

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更とな
る場合がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問
い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　　問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

2歳児歯科健康診査 R2.7～R2.8生 3月9日（木） 12時15分～12時30分・13時～13時15分
健康センター3歳児健康診査 R1.7～R1.8生 3月16日（木） 11時45分～12時20分

乳児健康相談 R4.6～R4.8生 4月11日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　3月13日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　3月8日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、B型肝炎、
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

予防接種の受け忘れはありませんか？
予防接種は、お子さんを病気から守り、
社会全体に病気がまん延することを防ぐ
ものです。定期的に母子健康手帳を確認
し、受け忘れのないようにしましょう。
※対象年齢を過ぎると有料となりますの
で、ご注意ください。

定期予防接種一覧（対象年齢内は無料）
種類 対象年齢 回数

ロタウイルス 1価:出生6週から24週まで 2回
5価:出生6週から32週まで 3回

B型肝炎 1歳未満 3回
Hib 生後2か月~5歳未満

※接種開始時期により、回数
　が変わります

標準
4回小児肺炎球菌

四種混合 生後3か月~7歳6か月未満 4回
BCG 1歳未満 1回

麻しん・
風しん（MR）

1歳~2歳未満 1回
小学校入学前の1年間(年長児) 1回

水痘 1歳~3歳未満 2回

日本脳炎 生後6か月~7歳6か月未満 3回
9歳~13歳未満 1回

二種混合 11歳~13歳未満（小学6年生）1回
子宮頸がん
（HPV）

小学6年~高校1年相当年齢
の女子 3回

※麻しん・風しん（MR）の2回目接種は、3月31日
（金）が接種期限です。年長児の保護者の皆さん
は、受け忘れのないよう特にご注意ください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さ
んなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。

子育て通信
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課（健康センター）
	 ☎0178-60-7100

パート5

達者de健康相談を利用して、
生活習慣を見直してみませんか？

健康こども課では、町民の皆さんの健康の維持・
増進のため、「達者de健康相談」を毎月開催して
います。保健師、栄養士が個別にご相談に応じて
いますので、ぜひご利用ください。
Withコロナの生活が広がるなか、ご自分の筋肉
量や骨密度等がどのように変化したのか、確認し
てみませんか？。
達者de健康相談では、各種測定機器やフードモ
デルで食事のバランスを確認する「食育システム
S
サ ッ ト
AT」を用意しています。

実施日　3月6日（月）・20日（月）
※令和5年4月以降の日程は、広報またはツイッター
でお知らせする予定です。

時間　13時30分～18時（最終受付17時30分）
相談時間　一人30分~40分程度
場所　健康センター2階　運動指導室
費用　無料
※事前にご予約ください。17時以降にご利用を希
望される方は、前週の金曜日までにご連絡くだ
さい。
※直近の健診結果をご持参いただけると、その結
果と当日の測定結果を参考にお話しします。

実施内容
▶健康・栄養相談
▶血圧、体組成（体脂肪・筋肉量）、血管年齢、骨
密度測定
▶内臓脂肪測定（対象者は74歳まで）

▶食育システムSAT

測定内容の解説
▶体組成測定
　体に微弱な電流を流すことで体脂肪率や骨格筋
量、内臓脂肪レベル、基礎代謝量等を推定します。

▶血管年齢測定
　指先の脈拍から血流速度を観察して血管年齢を
推定します。血管の弾力性をみることができます。

▶骨密度測定
　かかとに超音波をあてて、骨の中を通り抜ける
速度で測定します。特に、女性はホルモン分泌
量の影響で50歳前後から骨量が低下すると言わ
れています。

▶内臓脂肪測定
　腹部に電極パッドを貼り測定します。内臓脂肪
の蓄積により血圧、血中脂質、血糖などが異常
になった状態を「メタボリックシンドローム」
と言います。
　内臓脂肪は食事や運動の生活習慣を反映します。
※これらの測定値はあくまでも参考値です。測定
値をもとに保健師・栄養士が生活習慣について
お話します。
※確定診断ではありません。必要な方へは、医療
機関の受診をお勧めしています。
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事故等にあったときは手続きを

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

東京五輪使用県産材がベンチとなって南部町に

交通事故や暴力行為などの第三者による行為
で病気やケガをし、国民健康保険被保険者証、
後期高齢者医療被保険者証などを使って治療を
受ける場合は、必ず役場窓口へ「第三者行為に
よる傷病届」の提出をしてください（保険会社
による代理届出も可能です）。届出をすること
で保険証を使うことができます。
自己負担（3割など）以外の医療費は、医療
機関から保険者（南部町国保）に請求され、保
険者が加害者に代わっていったん立て替えて支
払い、後日、加害者へ請求します。

次の場合は、保険証を使うことができません
▶加害者からすでに治療費を受け取っている場
合（示談済みなど）
▶仕事中の交通事故やケガなどの労災保険が適
用される場合

お願い
　骨折などについてケガの原因確認のアンケー
トを実施していますので、ご協力ください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

保険料は納期限内に納めましょう
保険料の納付にお困りの方は税務課へご相談
ください。災害により住宅等に著しく損害を受
けたり、世帯主の収入が著しく減少した場合な
ど、保険料の減免が認められることがあります。
保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い
被保険者証が交付されることがあります。

新たに後期高齢者医療制度に加入された方の保
険料の納め方について
保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原
則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入さ
れた方は年金からの天引きが開始されるまで時
間がかかるため、加入当初は納付書で納めてい
ただくことになります。
口座振替を希望される場合は手続きが必要で
す。これまで国民健康保険税を口座振替で納め
ていた方も、改めて手続きが必要です。問合せ　税務課　☎0178-38-5962

2020東京オリンピック・パラリンピック競技
大会の選手村施設に使用された青森県産材が、
ベンチとPRパネルに姿を変え、南部町にやっ
てきました！東京大会のレガシーとして青森県
が製作したもので、ベンチにはスギ、PRパネ
ルにはアカマツが使用されています。
役場1階のいちょうロード（ロビー）に設置
されていますので、ご来庁の際にはぜひお立ち
寄りください。
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【夏】 【冬】

28％ 29％

八木明男（千葉大学大学院社会予防医学）お風呂の習慣（浴槽入浴）で要介護認定が3割減~高齢者約1万4千人 3
年間の追跡調査より~JAGES Press Release No:157-18-20　出典:日本老年的評価研究

夏と冬それぞれの浴槽入浴頻度における新規要介護認定リスク
夏も冬も浴槽入浴の回数が多いほど要介護リスクは減ります

骨髄ドナー助成制度
町では、骨髄等の移植の推進を図ることを目

的に、骨髄等の提供を完了した町民などに助成
金を交付します。
対象（すべての要件を満たすこと）
①ドナー
▶骨髄等の提供の完了を証明する書類の交付を
受けていること

▶骨髄等の提供がおこなわれた日に南部町民で
あること

▶ドナー休暇制度がないこと、または全部もし
くは一部の期間のドナー休暇を取得していな
いこと

▶町の助成金と同様の他の助成金の交付を受け
ていないこと

②事業所
▶南部町民であるドナーを雇用している青森県
内の事業所で、ドナーに対しドナー休暇を付
与していること（地方公共団体等除く）
▶町の助成金と同様の他の助成金の交付を受け
ていないこと

助成金の額
①ドナー　1日2万円
　　　　　（	骨髄等の提供に要した通院または

入院の日数で、7日間を上限）
②事業所　1日1万円
　　　　　（	ドナーが取得したドナー休暇の日

数で、7日間を上限）
問合せ・申請先　福祉介護課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7101
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あおもり若者定着奨学金返還支援制度

令和５年農地の賃借料、農作業標準賃金・機械作業標準料金

農地の賃借料
令和4年1月から令和4年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a当り）は、以
下のとおりとなっています。
この賃金表は、普通農地の標準額と
なりますので、作業賃金を決める際には、
年齢、労働条件、その他の事情を考慮
し、両者で協議のうえ決めてください。

地目 締結(公告)
された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田の部（水稲） 南部町全域 5000円 8700円 3200円 73
畑の部(普通畑) 南部町全域 6200円 1万300円 2400円 27
※データ数は、集計に用いた筆数です。

農作業標準賃金及び
機械作業標準料金
農作業標準賃金及
び機械作業標準料金
は、農業委員会が農
家の皆さんが農作業
をお願いするときの
目安となる農作業賃
金と機械料金を定め
ているものです。

人

力

の

部

区分 標準額（円） 割増料（円） 摘要
田植 6900 1070

※標準額は、令和5年1月1日から令和5年12月31
日まで適用する。適用は下表の機械の部も同様
とする。

※標準額は、1日実労働8時間を基準とし、8時間を
超える場合は25%の割増給を支給する。

※この賃金は男女共通とし、いずれも賄いなしとする。

脱穀 6900 1070
除草 6900 1070

稲刈り 6900 1070
りんご剪定 1万300 1600

摘果 6900 1070
袋かけ 6900 1070
収穫 6900 1070

一般畑作業 6900 1070

機

械

の

部

区分 単位 標準料金(円) 摘要
水田耕起 10a当り 5500 ※ほ場整備未了田畑で、特に地形の悪い

場合は、当事者が協議のうえ決定する。
※田植(機械植)は、委託者が苗持ちと

する。
※バインダー、コンバインはひもを除く。
※金額は消費税を含む。

水田代かき 10a当り 6000
田植(機械植) 10a当り 6000

稲刈バインダー 10a当り 5500
稲刈コンバイン 10a当り 1万3000

稲刈脱穀 10a当り 6000
乾燥機(生脱穀) 60kg当り 1500

畑耕起 10a当り 5500

問合せ
　農業委員会
　☎0178-38-5972

2023年度・2024年度就職予定者の登録募集中
若者（35歳未満）が、青森県内に住み登録企
業で6年間働き続けたとき、県と企業とで奨学
金返還を支援する制度です。若者・企業とも事
前登録が必要です。（登録無料）
対象者
▶大学・短大等の卒業者で、採用時に35歳未満
の方
▶青森県内で正規雇用されていない方
▶「日本学生支援機構」「青森県育英奨学会」
の奨学金利用者
※県外にお住まいの方が、年度中途に就職する
場合も対象となります。

対象企業等
　県内企業、または勤務地を県内に限定した採
用を行う県外企業（法人、団体、個人事業主）
※支援額の1/2が企業の負担となります。
支援額（返還総額・残額の1/2が上限）
学校区分 1人あたり支援額（企業が設定）
大学等 150万円、100万円、60万円のいずれか
短大等 75万円、50万円、30万円のいずれか

問合せ　青森県地域活力振興課
　　　　☎017-734-9174
　　　　あおもり奨学金
　　　　サポートサイト
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（7）勤務時間の状況（標準的なもの）　（令和4年4月1日現在）
開始時間 終了時間 休憩時間 1日の勤務時間 1週間の勤務時間
8時15分 17時 12時～13時 7時間45分 38時間45分

（8）年次休暇の取得状況（令和3年1月1日～令和3年12月31日）
総取得可能日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ／Ｃ Ｂ／Ａ
10,239.0日 2,671.5日 261人 10.2日 26.1％

※当該期間の中途に採用された者および退職した者ならびに休業、休職の事由がある職員ならびに派遣職員を除きます。

4　職員の休業の状況（令和3年度）

区分 育児休業取得者数 部分休業取得者数 育児短時間勤務者
男性職員 0人 0人 0人
女性職員 3人 1人 0人

計 3人 1人 0人

5　職員の分限および懲戒処分の状況（令和3年度）

区分 分限処分 懲戒処分
休職 戒告 減給 停職 免職 計

職員数 1人 1人 0人 0人 0人 1人

6　職員の服務の状況
（1）職務に専念する義務の免除
　　地方公務員法第35条の規定に基づき、職員は職務に専念する義務があります。しかし、地方公務員法第55	
条第8項の規定に基づく適法な交渉のほか、条例で定める①研修を受ける場合、②厚生に関する計画の実施に
参加する場合、③その他任命権者が定める場合は職務に専念する義務が免除されます。

（2）営利企業等の従事制限
　　地方公務員法第38条の規定に基づき、職員は任命権者の許可を得なければ、営利企業等へ従事することがで
きません。

7　職員の退職管理の状況
令和4年3月31日付け退職者5人（再任用の任期満了を除く）のうち、4人が再任用職員となっています。

8　職員の研修の状況
主な職員研修の実施状況（令和3年度）

研修場所 内容 受講者数
東北自治研修所 中堅職員研修 1人

青森県自治研修所 基本研修等 41人
八戸圏域連携中枢都市圏研修 新採用・主事 6人

職員全体研修ほか ー 54人

9　職員の福祉の状況
（1）健康診断等の実施状況（令和3年度）

区分 職員数 内容
定期検診 118人 南部町医療センター

日帰りドック 89人 八戸市総合健診センターほか
未受診者 2人 病休・育休等

※病院の職員は含みません。

（2）公務災害の状況（令和3年度）
区分 公務災害 通勤災害 計
件数 5件 0件 5件
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人事行政の運営等の状況
南部町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の任免、給与、勤務時間その他の勤務条
件などをお知らせします。　※詳細は町ホームページに掲載しています。

問合せ　総務課　☎0178-76-2111

1　職員の任免の状況
職員の採用退職の状況（単位：人） （　）内は再任用職員

令和3年度（令和3年4月1日～令和4年3月31日） 令和4年度（令和4年4月1日現在）
4月1日職員 左記のうち採用職員 退職職員 4月1日職員 左記のうち採用職員

270 12（6） 17（1） 267 17（7）
※職員数は、地方公務員の身分を保有する派遣職員を含み、再任用短時間勤務職員を除きます。

２　職員の人事評価の状況
平成28年度から導入した人事評価制度（能力評価・業績評価）は、職務遂行の過程で見られた職員の意欲、能
力および勤務の実績等を的確に把握し、評価することにより、職員の能力開発（人材育成）・勤務意欲の向上・適
材適所の人事配置等を進めるとともに、職員が能力を最大限発揮し、その能力を有効活用することを通じ、組織
パフォーマンスの向上を図り、簡素で効率的な町政の推進を目指すものです。

３　職員の給与、勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）人件費（令和3年度普通会計決算額）

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 令和2年度人件費率
11,518,009千円 1,458,683千円 12.7% 9.4%

（2）職員給与費（令和3年度普通会計決算額）
職員数　※1

（Ａ）
給与費 職員一人あたりの

給与費（Ｂ/Ａ）給料 職員手当　※2 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
172人 607,050千円 89,438千円 238,597千円 935,085千円 5,437千円

※1　職員数は令和3年4月1日現在のものです。
※2　職員手当には退職手当を含みません。

（3）職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額（令和4年4月1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
44.1歳 309,600円 348,000円 50.2歳 259,100円 296,200円

（４）職員の初任給（令和4年4月1日現在）

区分 一般行政職
初任給（大学卒） 初任給（高校卒）

南部町 182,200円 150,600円
青森県 182,200円 150,600円

（５）ラスパイレス指数（各年4月1日現在／単位：％）
区分 令和3年 令和4年

南部町 93.2 93.1
青森県 96.8 96.8

※ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職
給料月額と国の行政職俸給表俸給月額とを、学歴
別、経験年数別に比較算出したもので、国を100	
としたものです。

（６）特別職の報酬等の状況（令和4年4月1日現在）
区分 給料月額 期末手当
町長 763,000円 3.10月分

副町長 604,000円 3.10月分
教育長 556,000円 3.10月分

区分 報酬月額 期末手当
議長 283,000円 3.10月分

副議長 240,000円 3.10月分
議員 225,000円 3.10月分

広報なんぶちょう 3月号19



町営住宅・特定公共賃貸住宅　入居者募集

まべち笑
し ょ う が っ こ う

楽校　クラスメイトを募集します

入居募集住宅：町営住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

向山団地　　　8号 H8年度 木造平屋建 3DK 1万6500～4万3800円/月
ひろば台団地　A7号 H24年度 木造平屋建 2LDK 2万1900～5万8200円/月
ひろば台団地　B20号 H27年度 木造平屋建 1LDK 1万6800～4万4500円/月
滝田団地　　　1号 H4年度 木造2階建 3LDK 1万7500～3万7000円/月
第二苫米地駅前団地　B10号 H14年度 木造平屋建 2DK 1万6500～4万3700円/月

入居募集住宅：特定公共賃貸住宅（特公賃）
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

向山団地 48号、50号 H10年度 木造平屋建 3DK 3万5800～10万4500円/月

現地見学会　(現地集合・現地解散)
開催日 時間 住宅名

4月9日（日）

10時00分～10時20分 ひろば台団地（2戸）　　　　　※集合場所：A7号
10時30分～10時45分 向山団地（1戸）　　　　　　　※集合場所：8号
10時45分～11時00分 向山団地（2戸）※特公賃 ※集合場所：48号
11時10分～11時25分 滝田団地（1戸）　　　　　　　※集合場所：1号
11時30分～11時45分 第二苫米地駅前団地（1戸）　　※集合場所：B10号

※現地見学をご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
※見学会にお越しの際は、交通ルールを順守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居資格　同居または同居しようとする親族が
いる　／入居者と同居者の合計所得が月額15
万8000円以下	※特公賃は月額15万8000円以
上48万7000円以下　／住宅に困窮している	
※特公賃は除く　／税金を滞納していない

　／入居者全員が暴力団員ではない

入居申込み　入居申込書を記入し必要書類を添
えて、3月17日（金）～4月14日（金）13
時までに建設課・福地支所・南部支所のいず
れかに提出してください。なお、入居希望者
が複数の場合は、住宅に困窮する度合いの高
い方から決定します。

町に関係する国語・算数・理科・社会などを
学校形式で楽しく学びます。

10時30分 10時40分 12時 13時 14時20分
はじめ 1時間目 お昼 2時間目 おわり
10分 80分 60分 80分 10分

目的　60歳以上の方のいきがいづくりを目的に、
学校方式にならい学びの環境を整え、参加者
の交流を図ります。

期日　第1・第3火曜日
場所　町内公民館など

対象　町内在住の60歳以上の方
　　　男女あわせて20人を募集
募集期間　4月3日（月）～4月21日（金）
※申込多数の場合は、新規入学希望者を優先し
抽選となります。

申込方法　社会教育課または最寄りの公民館に
備え付けの申込用紙にてお申し込みください。
※申込用紙は3月27日（月）から備え付けます。
問合せ・申込み　教育委員会　社会教育課
　　　　　　　　☎0178-38-5969
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～各校の特色ある教育～

「世界は僕らを待っている」　　閉校式典で坂本サトルさんと共演
南部小学校では、坂本サトルさん作詞作曲の創
立10周年記念ソング「世界は僕らを待っている」
にのせて、よさこいソーランを踊ってきました。
10月8日に行われた閉校式典のアトラクション
として、坂本サトルさんに本校PTA会長の三浦
弘貴さんが出演を依頼したところ、快く引き受け
てくださり、子供たちとのコラボレーションが実
現しました。
簡単なリハーサルしかできませんでしたが、
CDで聴くより迫力が増した坂本さんの生歌のお
かげで、子供たちは生き生き・キレキレのよさこ
いソーランを踊ることができました。三浦PTA
会長の「子供たちの思い出に残る式典にしたい」
という強い思いが、見ている人たちにも感動を与
える忘れられない1コマを創りだしてくれました。

校長：山田　昇　　児童数：67人南部小学校

閉校式典に坂本サトルさんがお越しくださいました

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。未
就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新型
コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　3月26日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人　※3月25日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　3月4日㈯、6日㈪、7日㈫～10日㈮※特別蔵書点検、
　　　　　13日㈪、20日㈪、27日㈪、4月3日㈪
問合せ　☎0178-76-3121	※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆東北の山	 山と溪谷社編
◆君のいた時間	 伊集院　静
◆日々臆測	 ヨシタケ　シンスケ

◆罪の境界	 薬丸　岳
◆ここが終の住処かもね	 久田　恵
◆名探偵のままでいて	 小西　マサテル
◆藍色ちくちく	 髙森　美由紀
◆はやくちよこれいと	 吉田　明世
	 カタスケ

最高の入浴法 早坂 信哉　著

いつもの入浴方法を少し変えて
みませんか？健康や癒し効果のあ
る入浴方法が色々載っています。
お風呂が楽しくなりそうな1冊です。

この時の映像や現在の校歌を児童が歌っている
様子、運動会でのよさこいソーランのドローン映
像をDVDに編集して、児童に配付する予定です。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/
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連携中枢都市圏の取り組みを紹介します！③

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 330円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日

 16日（木）

南部町産にこだわる 販売コーナー「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

★3月生まれの方プール割引

大人 500円 小人 300円

祝30周年

南部町産のリンゴや青森県産の果実等を使用し、生地作りからデコレーショ
ンまでこだわりぬいたアイシングクッキーです。
お子様などのご卒業、ご入学の晴れの門出の祝福に最適な、見た目も可愛
いクッキーです。
※個数が多い場合のご注文は、事前にお問い合わせください。

新たな門出を応援！
　アイシングクッキー　3個入り　200円

美術館運営事業
令和3年11月にオープンした八戸市美術館で

は、各種展覧会の開催などを通じて、圏域住民
のアートの学びの機会創出や、圏域の活性化を
図る取り組みを行っています。

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯一の販
売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

利用期限3月31日（金）　町から配付の無料利用券をぜひご利用ください

無料利用券は、温水プール、温泉、トレーニングジムをご利用になれます
お誘い合わせのうえ、ぜひご利用ください
レストラン「かだぁる」では「平日限定日替わりランチ」や、3月末まで寿
司職人が腕を振るう「ばらちらし寿司フェア」を開催中です。
友人、知人お誘い合わせのうえ、ぜひご利用ください。5名様以上で無料で
送迎します。　※要予約

美術館情報
開館時間　10時～19時（入場は18時30分まで）
休館日　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　年末年始（12月31日、1月1日）
住所　八戸市番町10-4
※八戸市美術館が企画する展覧会の観覧料は、
原則圏域内の未就学児と小中学生は無料、圏
域内の65歳以上の住民は半額としています。

問合せ　八戸市政策推進課（連携中枢都市圏全般）
　　　　☎0178-43-9260

★無料利用券・お食事利用

　5名様から 無料送迎
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3 March
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI

芦屋 G Ⅰ
全日本王座決定戦 多摩川 G Ⅰウェイキーカップ

福岡
G Ⅲ

（薄暮）
戸田一般戦 平和島 SG

ボートレースクラシック 戸田一般戦 三国 G Ⅰ北陸艇王決戦 戸田

一般戦

徳山ヴィーナス
シリーズ（モーニング）

常滑

一般戦
福岡 G Ⅲオール

レディース（薄暮） びわこ G Ⅱ秩父宮妃記念杯 児島一般戦 常滑一般戦 尼崎一般戦 児島ヴィーナスシリーズ

若松
一般戦 桐生一般戦 蒲郡

一般戦 大村一般戦 下関ヴィーナスシリーズ 若松

一般戦 蒲郡 G Ⅲオールレディース 大村 G Ⅰ海の王者決定戦

丸亀 G Ⅲ企業杯 大村
男女 W 優勝戦 住之江一般戦 大村

一般戦
若松

一般戦 桐生一般戦 大村
一般戦

若松

一般戦 桐生一般戦 蒲郡
一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
ゴミステーションを設置したことにより、地域から出されたすべてのごみを収納できるようになりました。
これにより野良猫やカラスなどからの散乱被害を防止し、地域の環境美化に役立ちました。(上斗賀町内会)

総合優勝制スポーツ大会カローリング競技大会

福
地
短
歌
会

雪
の
日
は
雪
の
明
か
り
を
そ
の
中
に
容
れ
て
か
が
や
く
松
の
翠
は	

川
守
田
慶
三

遠
く
ま
で
続
く
車
は
き
れ
め
な
く
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
朝
湯
を
目
指
す	

大
久
保
雪
夫

大
寒
に
切
り
干
し
大
根
煮
込
み
つ
つ
味
見
す
る
箸
匂
ひ
ふ
り
ま
く	

奥
寺　

睦
子

賑
は
ひ
て
い
ち
ゐ
に
群
る
る
雀
等
に
極
寒
な
れ
ば
心
温
も
る	

工
藤　

武
子

歩
行
器
に
よ
り
て
息
つ
く
老
見
れ
ば
吾
が
責
め
ら
る
る
如
く
苦
し
も	

工
藤　

裕
正

ほ
ん
の
り
と
百
枝
の
先
を
赤
く
染
め
春
の
柳
は
吾
を
置
き
去
り
に
す	

佐
藤　

誠
一

新
春
の
箱
根
駅
伝
映
り
を
り
沿
道
の
声
襷
つ
な
ぐ
を	

水
梨　

正
夫

容
赦
な
き
年
明
け
か
ら
の
大
雪
は
地
上
と
言
は
ず
異
常
の
兆
し
か	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

氷
片
の
き
ら
め
き
流
る
里
川
に
白
鳥
静
も
る
大
寒
の
朝	

馬
場　
　

操

雪
被
る
庭
の
葉
牡
丹
見
て
飽
か
ず
今
年
は
小
ぶ
り
の
仕
上
が
り
な
れ
ど	

馬
場　

敬
子

枝
枯
れ
の
進
み
し
庭
の
八
重
桜
剪
定
強
め
て
そ
の
芽
吹
き
待
つ	

坂
本　

綾
子

チ
ェ
リ
ウ
ス
に
入
る
や
迎
ふ
万
作
の
花
の
か
を
り
へ
鼻
孔
が
ひ
ら
く	

馬
場　

昭
子

登
り
よ
り
下
り
に
注
意
せ
よ
と
友
膝
か
ば
ひ
つ
つ
里
山
下
る	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

五
時
起
床
朝
餉
の
支
度
ゆ
っ
く
り
と
窓
に
明
る
い
青
空
見
え
る	

中
野　

静
子

爽
や
か
に
明
け
る
東
に
の
ぼ
る
日
を
着
ぶ
く
れ
て
見
る
吐
く
息
白
し	

一
ノ
渡　

綮

三
、十
一
星
に
囲
ま
れ
北
へ
飛
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
追
い
明
け
る
朝	

藤
野　

幸
枝

ケ
イ
タ
イ
の
明
か
り
か
ざ
し
て
バ
ス
停
の
時
刻
読
み
と
る
街
の
夕
ぐ
れ	

向
山　

敦
子

ド
ー
ハ
の
地
明
暗
分
け
て
ホ
イ
ッ
ス
ル
流
し
た
汗
は
国
境
無
き
に	

馬
場　

悦
子

電
気
消
し
月
の
明
か
り
に
浮
か
び
た
る
庭
が
見
知
ら
ぬ
森
の
奥
へ
と	

工
藤　

孔
子

聞
か
れ
て
る「
急
ぐ
？
」そ
れ
と
も「
待
ち
ま
す
か
？
」横
断
歩
道
の
明
滅
お
じ
さ
ん	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

法
光
寺
裏
の
巨
木
の
杉
の
間
に
古
色
泰
然
三
重
の
塔	

安
ケ
平
千
代

三
戸
へ
向
か
ふ
八
木
田
の
跨
線
橋
た
も
と
に
な
ら
ぶ
怪
鳥
の
木
々	

木
村
ひ
な
子

七
色
の
鉛
筆
を
も
て
幼
子
は
七
つ
の
丸
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
描
く	

相
馬　

幸
子

ス
ト
ー
ブ
に
冷
ゆ
る
指
先
か
ざ
し
て
は
夜
更
け
編
み
ゆ
く
母
の
マ
フ
ラ
ー	

山
下　

幸
枝

春
の
夜
の
強
き
明
か
り
の
金
星
を
見
上
げ
て
老
い
の
志
気
み
な
ぎ
り
ぬ	

奥　

あ
さ
子

夕
暮
れ
の
通
り
に
人
の
影
も
な
く
ポ
ツ
ポ
ツ
ポ
ツ
リ
民
家
の
灯
り	

奥　

ム
ツ
子

心
臓
を
喰
ら
ふ
山
姥
棲
む
と
い
ふ
枝
垂
れ
の
栗
を
長
き
こ
と
見
ず
（
相
内
）	
八
木
田
順
峰

1月22日、第13回南部町総合優勝制スポーツ
大会カローリング競技大会が名川B&G海洋セ
ンターで開催されました。7チームが参加し、
結果は下記のとおりで、沖通チームが連覇を果
たしました。

優勝　沖通チーム
準優勝 あかねチーム　　第3位 沖田面チーム
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小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

制
度
の
概
要
や
留
意
点
に
つ
い

て
、
次
の
日
程
に
よ
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
26
日
（
水
）

　
　
　
14
時
～
15
時

場
所　
江
陽
公
民
館

　
　
　
２
階
ホ
ー
ル

定
員　
40
人

参
加
申
込　
４
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
電
話
予
約

問
合
せ　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　
法
人
課
税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
５

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　4月6日㈭　13時～15時
場所　 福地公民館、剣吉公民

館、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課
☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

4・5月の休日窓口開設日
期日　4月1日（土）・15日（土）
　　　5月6日（土）・20日（土）
時間　8時15分～12時	※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　 戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで
窓口の時間を延長できます。

業務内容　住民票・印鑑証明書の
交付、印鑑登録

※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和5年2月20日現在）

対先月比
人　口 16,889人 （－55）

男 8,000人 （－26）
女 8,889人 （－29）

世帯数 7,464世帯（－14）

　
　
　

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
」「
若
年
性
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
を
お
持

ち
の
方
は
、
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
３
月
20
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

以
外
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者

同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
交
流
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門
職

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
３
月
23
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

三
信
包
装
（
株
）
福
地
工
場

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
製
造

オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
設
備
の
運
転
、

製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
、
機
械

ト
ラ
ブ
ル
時
の
復
旧
作
業
な
ど
）

　
正
社
員
１
名
（
3
交
代
勤
）

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
製
造
・

品
質
管
理
業
務
（
工
程
管
理
、

設
備
の
運
転
、
製
品
の
品
質

チ
ェ
ッ
ク
、
シ
フ
ト
表
作
成
な

ど
）　
正
社
員
１
名

▼
製
袋
機
の
操
作
お
よ
び
包
装
・

検
品
業
務　
契
約
社
員
１
名

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
三
信
包
装（
株
）管
理
部

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

求人案内
町
誘
致
企
業
の
求
人
情
報

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
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制度案内
忘
れ
な
い
で
、
愛
車
も
住

所
変
更

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫

が
、
松
の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
松
が
枯
れ
て
し
ま
う
伝
染

病
で
す
。
県
内
で
は
、
深
浦
町
と

南
部
町
の
南
部
地
区
で
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い
う
昆
虫

が
運
ぶ
ナ
ラ
菌
に
よ
っ
て
、
ミ
ズ

ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど
の
ナ
ラ
類
が

枯
れ
る
伝
染
病
で
す
。
県
南
地
域

で
は
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
津
軽
地
域
で
は
７
市
町

村
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
県
内
各
地
で

発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
林
業

を
は
じ
め
と
す
る
木
材
産
業
や
自

然
景
観
、
観
光
資
源
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
と
ナ
ラ
枯
れ
被

害
は
、病
原
体
を
運
ぶ
昆
虫
が
マ

ツ
と
ナ
ラ
類
を
伐
採
し
た
際
に
発

生
す
る
臭
い
に
集
ま
る
習
性
が
あ

る
た
め
、昆
虫
の
活
動
期（
６
月
～

９
月
）に
は
、マ
ツ
と
ナ
ラ
類
を
伐

採
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

山
林
や
街
路
樹
、
自
宅
の
庭
木

な
ど
、
身
の
回
り
で
枯
れ
て
い
る
、

ま
た
は
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
マ
ツ

や
ナ
ラ
類
を
見
つ
け
ま
し
た
ら
、

次
の
連
絡
先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
・
連
絡
先

▼
農
林
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
４

▼
三
八
地
域
県
民
局　
地
域
農
林

水
産
部　
林
業
振
興
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

▼
三
八
地
方
森
林
組
合

　
☎
０
１
７
８
・
67
・
２
０
０
３

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご

友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
つ
ど
い
」
は
大
切
な
人
を
亡

く
し
、
同
じ
思
い
を
抱
え
て
い
る

人
が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や
思

い
を
心
お
き
な
く
話
せ
る
場
で

す
。
そ
の
場
で
聴
く
だ
け
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
12
日
（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

保
安
林
を
除
く
南
部
町
森
林
整

備
計
画
の
対
象
森
林
と
な
っ
て
い

る
森
林
（
民
有
林
）
を
伐
採
す
る

と
き
は
、
目
的
・
面
積
・
本
数
･

材
積
に
関
係
な
く
届
出
が
必
要
で

す
。（
保
安
林
を
伐
採
す
る
と
き

は
県
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
）

次
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
、森

林
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
書

　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で

▼
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
書

　
伐
採
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日

以
内

▼
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の

状
況
報
告
書

　
造
林
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日

以
内

問
合
せ　
農
林
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
４

松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
昆
虫
に

よ
っ
て
運
ば
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

開催案内
「
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

～
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
～

注意喚起
松
く
い
虫
被
害
と

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
予
防

※
前
日
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

場
所　
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

　
　
　
研
修
室

参
加
費　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
１

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
引

越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
に
は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の
変

更
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通

知
書
は
、
原
則
と
し
て
運
輸
支
局

に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
（
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
）
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
中
に
運
輸
支
局
で
手
続
き

が
で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
青
森
県
電

子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
三
八
地
域
県
民
局

　
県
税
部　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
FAX
０
１
７
８
・
27
・
３
８
１
７

制度案内
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

広告
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会計年度任用職員募集
職種　発掘作業員
募集人員　16人程度
勤務場所　史跡聖寿寺館跡（小向地内）他
勤務内容　スコップ等による発掘・一輪車によ
る土砂運搬、その他野外作業全般

任用期間　5月1日（月）~10月31日（火）
勤務時間　8時15分~17時/1日7時間45分/月
16日以内の勤務/土・日・祝日は休業日

給料等　日額7460円
手当等　通勤手当・期末手当
受付期間　3月3日（金）～16日（木）
応募用紙　社会教育課・福地公民館・南部公民
館に設置しているほか、町ホームページから

もダウンロードすることができます。
申込方法　採用試験申込書・履歴書を社会教育
課に提出してください。
※郵送する場合は、封筒の表面に「会計年度任
用職員採用試験申込書在中」と朱書きし、南
部町役場社会教育課宛（〒039-0592青森県
三戸郡南部町大字平字広場28-1）に送付。

面接試験
期日　3月23日（木）
場所　南部町役場3階　委員会室A・B
※面接時間は応募者に後日連絡します。
問合せ　教育委員会　社会教育課
　　　　☎0178-38-5969

３
月
29
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
）
を
利
用
し
て
、
次
の
介
護

関
係
の
手
続
き
の
申
請
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

詳
細
はhttps://m

yna.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
続
内
容

▼
要
介
護・要
支
援
認
定
の
申
請

▼
更
新
認
定
の
申
請

▼
状
態
区
分
変
更
認
定
の
申
請

▼
居
宅（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
計

画
作
成（
変
更
）依
頼
の
届
出

▼
負
担
割
合
証
の
再
交
付
申
請

▼
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

▼
高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
申
請

▼
負
担
限
度
額
認
定
申
請

▼
居
宅
介
護（
介
護
予
防
）福
祉
用

具
購
入
費
の
支
給
申
請

▼
居
宅
介
護（
介
護
予
防
）住
宅
改

修
費
の
支
給
申
請

▼
住
所
移
転
後
の
要
介
護
・
要
支

援
認
定
申
請

問
合
せ

　
福
祉
介
護
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

制度案内
介
護
保
険
　

電
子
申
請
の
開
始

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

3月23日（木）

広告

広告
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編集後記
　南部地方えんぶりが3年ぶりに開催。幼い頃はよ
くわからないままえんぶりを観ていましたが、それ
ぞれの舞に意味があることを知ると、改めて素晴ら
しい郷土芸能であると感じました。
　力強い摺りが冬の終わりを告げ、春を呼び起こし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【美】

町営市場の販売状況（1月16日～2月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 1,108,694 157,759 142 194

王林（りんご） 50,946 6,907 136 124

シナノゴールド（りんご） 16,797 1,742 104 130

金星（りんご） 5,026 462 92 115

はるか（りんご） 4,036 436 108 153

ジョナゴールド（りんご） 4,540 692 152 148

サンジョナゴールド（りんご） 9,558 1,140 119 151

紅玉（りんご） 1,742 217 125 103

長芋 36,370 9,618 264 171

にんにく 18,775 12,632 673 1,290

赤かぶ 7,820 520 66 99

短根人参 3,150 263 84 78

ねぎ 10,270 1,883 183 161

土ねぎ 3,176 509 160 73

ほうれん草 1,852 1,052 568 553

小松菜 894 400 448 547

干柿 3,226 2,138 663 595

3・4月の休場日
3月  5日（日）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・21日（火）・
　  26日（日）・29日（水）
4月  2日（日）・5日（水）・9日（日）・12日（水）・16日（日）・19日（水）・
　  23日（日）・26日（水）・29日（土）・30日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時~

3月7日㈫・13日㈪・27日㈪
4月4日㈫

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

ごみの焼却処分は禁止されています
農業、林業を営むためにやむを得ないも
のとして行われる焼却や、庭木、落ち葉な
どの軽微な焼却は、例外として禁止されて
いませんが、近隣住民の生活環境に支障を
来すような場合は例外から外れますので、
ご注意ください。
また、3月から5月は、空気が乾燥し、
風の強い日が多く、火災が発生しやすいの
で、できるだけ焼却を控えてください。
例外となる焼却を行う際は、必ず消防署
へ届出してください。（焼却行為を許可す
るものではありません）
問合せ
▶三戸消防署名川分署　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

野焼きの禁止

ペットがお亡くなりになられたら
①電話にて申込予約　
　☎0179-23-0543（三戸地区葬祭場）
受付時間　8時30分～17時
②持込受付
持込場所　愛玩動物火葬施設
　　　　　三戸町大字川守田字大久保58-1
※ご遺体はお預かりし、保冷庫で一時的に保管します。
※火葬日時の指定はできないため、後日ご連絡します。
③火葬・お返骨（個別火葬の場合のみ）
※申請者での収骨は行えません。葬祭場職員が責任
をもって収骨します

問合せ　三戸地区環境整備事務組合
　　　　☎0179-23-0567

4月1日からペット火葬施設を利用できます

広報なんぶちょう 3月号27



1月19日３歳児健康診査1月19日３歳児健康診査

おおしも　みつき ちゃん
（剣吉）

おおしも　みつき ちゃん
（剣吉）

※今月号に掲載しきれなかったお子さんは、来月以降の広報で掲載する予定です。

いしい　ながまさ ちゃん
（沖田面）

いしい　ながまさ ちゃん
（沖田面）

きし　ひまり ちゃん
（剣吉）

きし　ひまり ちゃん
（剣吉）

かなざわ　ゆう ちゃん
（沖田面）

かなざわ　ゆう ちゃん
（沖田面）

こたき　ごうすけ ちゃん
（苫米地）

こたき　ごうすけ ちゃん
（苫米地）

しもだ　さくら ちゃん
（平）

しもだ　さくら ちゃん
（平）

おがさわら　るか ちゃん
（苫米地）

おがさわら　るか ちゃん
（苫米地）

おきた　みお ちゃん
（沖田面）

おきた　みお ちゃん
（沖田面）

左から坂本さん、ホストファミリーの陳さんと歐さん、
工藤さん

名農高生徒が台湾を訪問
国際交流事業　インターアクトの翼

1月3日から8日まで、国際ロータリー第2830
地区主催の国際交流が行われ、名久井農業高校
生物生産科の生徒2人が参加。台湾を訪れ、現
地の高校生と交流しました。
生徒たちは、台湾国立羅東高校を訪問。体験

授業や文化発表による交流のほか、ホームステ
イでは台湾の風土や生活習慣、おもてなしに触
れました。
参加した坂本優稀さんは「将来農家になりた

いと考えています。今回、台湾の食文化や農業
について学ぶことができ、将来の農業に生かし
たいと思いました」、工藤彩美さんは「台湾の
文化や伝統芸能を体験しながら学ぶことができ、

国を超えて楽しく活動できました。今回の経験
をスタートにし、これからの学校生活をより発
展させていきたい」とそれぞれ感想を述べました。
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